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びと(年 齢,性 別,階 層,階 級など)さ しずめ
一般に取 り残 された老人 といわれる人々の生活
や意識をつぶさに探ってみようとするのが第1





















人が多い(3,40パ ーセント),だ か らといって人
口の高齢化を意味す る高齢化社会と見るかであ
るが,こ れまで内外の学会で もおおいに議論し





















3・ 人 口の自然減によるコ ミュニテ ィーの崩壊 の危険
性 あ り,お そか らず その可能性が 出て きた。
4・ 地域別では中国地方(20.3)の 最高,続 いて近畿
地区(19.9),四 国地区(18.8)パ ーセ ン ト。
5・ 「過疎地 域」(過去15年 間の人 口減小率が20パ ーセ
ン ト以上の地域)
1,158団 体(35年,740町,383村)
国土面積 の46パ ーセ ン ト。
前人口の6.7パ ーセ ン ト。
平方キ ロ当た りの人口密度47人(全 国平均320人 の
7分 の1)
6・ 人 ロ減少率,昭 和40年 代10パ ーセ ン ト台,以 降低
下の一途をたどる。
7・ 人口構 成では昭和35年 か ら60年 の間に14歳 以下 の
若年層 の占める割合36か ら19パーセ ン トに低下,他
方65歳 以上 の高齢者 のそれ は7か ら17パーセ ン トに




1.世 屋 地 区 の 概 況
1)地 理的概況(地 域の自然)
この 地 区 は 北緯35°41ノ～43!度,東 経135°12'～
15'度 に 位 置 した 京 都 府 北 部 の丹 後 半 島 の東 南
に あ た る世 屋 高 原 一帯 に点在 す る5つ の集 落 か
ら出 来 て い る。(第1図 参 照)宮 津 市 の 中心 か ら
北 へ2.5キ ロ 山間 部 に 入 った所 に あ り。 面 積26.
64平 方 キ ロメ ー トル,東 西 約7キ ロ,南 北 約13
キ ロの 広 が りを持 った 細 長 い 地 域 で あ る。 じつ
に総 面 積 の96パ ー セ ン トが 山林 原 野 で 取 り囲 ま
れ て い る。 し たが って 僅 か に開 い た所 を開 拓 し




















かれて西北に走 り,そ の南には 鼓ガ岳(569メ
ー トル) ,ほ ぼ中央に2山 汐霧山(624)と(角
突山(629)に 挾まれている。いずれ も620メ ー
トル以上の高山が連が り,こ の山間部に源をも
つ主なる河川に世屋川 と畑川がある。 さらにこ
れに注 ぐ木子川,駒 倉川,世 屋川(上 地川,桂








屋(か みせや)が海抜360メ ー トル,松尾(ま つお)
280,畑(は た)220,下 って下世屋(し もせや)こ
れが140メ ー トルに位置 している。 このような
村落は世屋川の渓流に沿った比較的なだらかな
傾斜を立地条件 とした所に集落 を集めている。
続いて ここの気象条件 も見て おこうと思 う
が,年 間2,000～2,600ミ リとい う降水量か らわ
かるように大変雨の多い地域である。これは日
本海特有の裏 日本型気候に属 したもので秋冬期
の10月 以降は連 日のように 軽ウラニシ㍉とよぶ
降雨驟雨性がある。なお12月 の下旬か ら3月 に







第1図 丹 後 半 島(宮 津市)
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には20戸が見 られ る。中世では 『丹後国御壇家
帳』に断片的にしか分からないが各集落ごとの







本村(世 屋)は 昔,余 社郡日置郷に属し正暦時
代より ミ世屋凩 の名称を持っていた。それに
よると当時下世屋村,上 世屋,東 野,木 子,松
尾,駒 倉の6村 をもって1村 としていたことが
分かる。ところが慶長年間にはそれぞれ分けて
独立した6ケ 村 としていた。いずれにして も世
屋保の縁起か ら今日の村名を取ったと伝 えられ
ている。各村落 とも維新前(養 老3年)は 従四






えて下世屋村,松 尾村,東 野村,木 子村,駒 倉
村,上 世屋村の7ケ 村合併して世屋村と称 し役











い伝 えによると成相観音(真 応上人;慶 雲元年
=西 暦704年)の 発祥とともに古い。










域にひとが 集まり誰れ 言 うともなしに上狭屋






が,そ の立地条件の特徴 をみると海抜100メ ー
トル以上に100集 落が存在していた。しか もそ
の高距限界は500メ ー トルである。しかも280～
















半島の集落規模 を明治初期 と昭和40年 で比較し
























ると,世 帯を時代別にみると,明 治19年 以前で
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は欠落世帯は行方不明,死 亡絶廃家でこれを廃








また廃村化の時期であ るが大 きく2期 に分け








II.対 象地上世屋 ・木子 と村 の変遷
1)対 象地区(上 世屋,木 子地区)
本世屋地区は昭和29年6月 市制が施行 された
がそれ以前は旧与謝郡世屋村である。当時現在'
の木子,上 世屋,松 尾,下 世屋,そ れに畑の5
地域に現在廃村してしまっているが東野(昭 和
39年全村廃村)及 び駒倉(昭 和47年完全廃村)











雑穀作を,そ れに牧畜や林業 を主 とした生活が
行われている。
海岸通 り(府 道)か ら世屋地区に入 る唯一の
幹線道路(浜 丹後線)が 日置(ひ おき)か ら世屋
高原にいたる道が通じている。道幅 も狭 く,か










閉 ざされてしまい,し ばしば奥 くの木子,上 世
屋地区は陸の孤島と化してしまうことがある。
したがって自動車のほかにス ノーモビル(雪 上




















悪が若い労働人口を流出 させ,そ れに ともなっ






第1表 丹 後 半 島 の 廃 村 一 覧 表
廃 村 化 の 時 期
集 落 名
現 在 所 属 行 政 域
明治初期の集落規模(世帯数)
昭和40年7月 の世帯 数
部 分 廃 村 化 の年次
全面 宅地廃村化の年次
廃村 化の直接的契機
廃 村 化 離 村 の動機












移 動 距 離
移 動 方 向
離 村 形 態
移住後の生業形態
交 通 機 関
(昭和40年)
地 形 位 置
地 質
海 抜 高 度(m)
第 1 期


























































































左 に同 じ(通 勤副
業 も始 まる)
宮津 よ りバ ス1日





廃 村 化 の 時 期
集 落 名
現 在 所 属 行 政 域
明治初期の集落規模(世鰍)
昭和40年7月 の世帯数
部 分 廃 村 化 の年次
全面宅地 廃村化の年次
廃村化の直接 的契機
廃 村 化 雇 村 の動機











移 動 距 離
移 動 方 向
離 村 形 態
移住後の生業形態
交 通 機 関(昭和
40年)
地 形 位 置
地 質
海 抜 高 度(m)
第 五 期
尾 劇 山 坪1大 剤 力 石i住 山



















網 野 よ りバ ス1日























































峰 山 よ りバ ス1日




















峰 山よ りバ ス1日







第 皿 期(全 面宅地廃村)
表 山 睡 開拓 村1蛇 谷1西 谷1小 杉[大 段






















































































































宮 津 よ りバ ス1日
2往 復,停 よ り4.5
1cm,内 エ.5肋 は徒
歩 の み











































































峰 山 よ りバ ス1日









第 ∬ 期1(第 皿 期一部宅地廃村)
東 野 陣 倉












工 員 ・織工(家 族
総就労)
宮津 よりバ ス1日

















宮津 よ りバ ス1日


















1名 である。 このように多 くの若者を出してし
まったため農山林業の担い手を失い山林経営や





は 昭和43年 ごろ上世屋に委託 された事業であ
る。その山仕事の条件は1日8時 間労働,日 給
月給で1日1,500円 から1,800円,年2回 のボー
ナス さらに雨天休 として6割 りが 支給,そ の
上,12月 から翌年の3月 までは失業保険支払わ
れ る。春秋2回 の健康診断,60才 定年制などを
備 えた好条件の現金収入の道が開かれた。もっ
ともこれは村の男性に限ったものである。さら
に遅れ ること6年(昭 和49年5月)女 性の働 き
口として営林署に出る主婦を対象に西陣織 りの






い う(独 立の財布を持つ)の 実感は大 きい。そ
の上,な によりも,個 としての意識に目覚めた
ことであろ うか。 これまでの重労働を強い られ























は9名 。彼女たちの織 る西陣帯はもっぱ ら名古
屋8寸 帯,袋 帯,ろ 袋帯のいわゆる夏帯が主で
ある。いずれにして もこれらの西陣帯は高い技
術を要するものであるが,現 在名古屋8寸 帯が
6名,袋 帯,ろ 袋帯2名 で,手 はたの工賃は名




布織 り)が ある。かつておお くの女性たちが藤
布織 りを習得していたが現在ではまった く廃れ



















半(42パ ーセント)が65才 以上の老人 となって
いる。とくに彼等の生活には想像を絶す るもの
があるに違いない,例 えば降雨量や積雪の多い

















世屋か ら4キ ロメー トル,下 の日置から11キ ロ




現在,こ の地区に8世 帯,29人 が住んでいる。










の多 くは隣町の岩滝町に補助を受 けて移 り今 日
で も尚岩滝から通いで耕作を続 けている者が10




者が放置 していった田畑は荒れ るにまか されそ
の荒廃がいちじるしく殺漠 とした光景を人々に
与 えている。今回われわれが この地になん どか
訪れた 時村に残った最後の 砦 となっていた寺
(浄土真宗教念寺)の 老住職 と婦人が寺をたた
んで山をお り最後の挨拶 をかわしている光景を
まのあたりに見せ られた。寺 も宮津に買い とら



























上世屋大火災(30戸 近 く焼失,当 時60戸)
眼鏡橋か ら犬崩盤切崩工事が始まる
不 作












高原 キャベ ツ栽培始 まる(後 に失敗)





























あげ し(木 子)火 災
流行性感 冒(イ ンフル エンザ流行,23名
死亡)
電灯点灯





木子火災(放 火)16戸 焼 出,当 時39戸
豪雪(2月6日,最 高4m45cm)


































(注)両 表 ともr高 原の磐雪』 より筆者作成。
ロ)人 口 の推 移(世 屋 村)











































































































































4寺 松 源 寺(松 尾)
教 念 寺(木 子)
木 購 剣 竹材[木 劇 その他【 計
59司4,37452東65,3・ ・貫1
慈 源 寺(上 世屋)






































それに 伴い総人口数の 減少率 も35～40年40.4
パ ーセ ン トを ピー クに年 平 均24.2パ ーセ ン ト減
少,か くして55年 には2集 落 が廃 村,凡 そ半 分
の世 帯 数 に減 じ5集 落100戸 に ま で減 じて し ま
っ た。 人 口の 減 は 大 幅 に1,000人 マ イ ナ ス で僅
か247人 が 残 っ た 。しか も残 った もの は1世 帯 当
た り2人 とい うこ とか ら,老 夫 婦 が配 偶者 を失
っ た単 身 世帯 者 と考 えれ ば概 ね エ ンプ テ イネ ス
トの 観 を一 層 す るの は 想 像 を か た くな い。 事実
51才 以 上 の 占 め る割 合 は 木 子 で81パ ー セ ン ト,
上 世 屋74パ ーセ ン ト,世 屋 全 体 で61パ ー セ ン ト
と一 層 の高齢 化 を物 語 って い る。
こ うし て進 学,就 労 に よ る若 者 の 流 出,挙 家離
村 で ピー ク を終 え た昭 和45年 に は 世屋 地 区 の老
年 人 口比 率 は(総 人 口中65才 以 上 の 人 口の 占め
る割合)す で に22.7パ ー セ ン トに も達 して し ま
って い た 。当 時我 が 国 の老 年 人 口比 率7.1ま た過
疎 地 区 で も10.7パ ーセ ン トで あ るか ら急 激 に相
当 の人 口 の高 齢 化 を呈 し た こ とは 問違 い な い。
そ の後 さ らに これ は進 み50年 には26.0パ ー セ ン
ト,55年 に は27.6,61年 で は なん と29.8と 人 口
の3分 の1は65才 以 上 の老 人 で 村 が 占 め られ て
い る とい う こ とに な る。 これ とは 逆 に0才 か ら
5才 未 満 の い わ ゆ る年 小 人 口の 減 少 が著 しい。
これ は 出生 率 の減 少が 見 られ 扶 養 負 担 と もあ い
ま って極 め て深 刻 な事 態 にな って きて い る。単
純 に計 算 して も 昭 和45年 当時 で も3。5人 で あ っ





























































第4図 村 の 配 置 図(大 正13年 頃,筆 者小川米治)
年ではなん と2.6人 とな り5人 で2人 の老人の
世話をしなければならな くなってしまっている
のである。当然若者の流出に伴って地区の就労


































卸 売 ・小 売 業
金 融 ・保 険 業
不 動 産 業
運 輸 ・通 信 業
電気 ・ガス・水道

































































































































































ことがいえる。 むしろこの ことは第1次 産業が
世屋村に とって重要な産業であり見方をかえれ
ば地域の負の条件であったり,ネ ガティブな変





る。 まず昭和50年 までは農家数の減少 と共に専
業農家数や第1次 兼業農家数の減少がみ られ る
こと,ま たそれとは逆に第2次 兼業農家数が増
えてきてお り,い わゆる2種 兼業化の様相がみ
られる。但し,昭 和35～40年 にかけて10戸(増
































期 を迎 え た。35年 か ら40年 に か けて これ まで見










行 方 不 明(戸)(廃家)
近 距 離 移 動
(隣接集落)
中 距 離 移 動(丹後地域 内
)
(宮津岩滝への移動)
遠 距 離 移 動
(京都市 その他)




































































































(注)坂 ロ慶 治 「丹後半島における廃村現象の地理学的考察」p.46よ り作成。
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昭和7,8年 いわゆる昭和恐慌,丹 後大地震 を
背景に起 こった廃村を第1期 全面宅地廃村 とい
う。 さらに朝鮮動乱以後昭和27,8年 か ら40年ま
での10年 間を第2期 全面宅地廃村 とよぶ。した




ロ)近 距離転居.就 農通 い耕作 型 と中距離移
動,機 業転向型の混合
ハ)近 距離転居.通 い耕作.賃 労兼業型
二)中 距離転居.機 業転向.小 作兼業型



















のため地域の 経済基盤が 山林に依存す る割合
は,高 い傾向にあった。
昭和30年 頃まで稲作を中心 として雑穀・畜産 ・






産業 を集落別にみていくと,製 炭業は木子 ・
駒倉 ・上世屋などでみられる。藤布紡織は上世
















迷 させ,山 林価値を相対的に低下 させたこと。
以上のような 日本の 産業構造の 急激な変化
は,村 の社会構造を大きく動揺 させ,地 域産業
を漬滅 させている。世屋地区でも農家の副業 と
して行われてきた商品生産部門の産業は,こ の
頃を境 として,衰 退 している。特に林業収入に
依存す る住民に与 えた影響はかんだいであった
といわねばならない。燃料革命の影響により木
子 ・駒倉では,冬 季出稼 ぎがみられ るよ うにな
る。 これなどは山村経済の悪化で生活基盤が弱
体化 し,農 民層の 分解が 始まった からであろ
う。「炭や薪は金にならない。しか も毎 日の生活



















の交通機会を増やし,自 村 と他市町村 とを比較
・推量 させ る機会 も増やした。
また昭和35～40年 は,丹 後地域が企業景気に














積雪は2～3メ ー トルが普通であ り,こ れが
生産 と生活の障害になって きたことは確かであ




















村世帯の多 くは,直 接の原因 というよりは,む















さて,次 に村を去 る大きな引きがね となった
ものはなんだろうかを考えてみよう。すなわち
離村者に打げきを与えたミすべ り要因ミになった
ものはなにか とい うことである,大 きく4つ に


























因ミ といえる。 さらに第4の それは村民が直接






家,屋 敷の荒廃,廃 屋,捨 て逃げなどなどマイ
ナス条件があまりにも多 く,こ れ らは村人に村
への定着をゆるがせたに違いない。まず人口の
減 即過疎 即マイナスイメージ という短絡的な
ミすべ り














めるニーズで緩 く縛る ことができる ものであ
る。その他,病 気(疾 病)子 育て,空 巣(エ ン
プテーネス ト),結婚,就 労,貧 困など家族周期














大である。 このほか全 く個人(世帯主)の 都合や












に比較して ミすべ矢 が容易であることが言 え





と概 して例外はあるが田畑,家 屋敷,山 林の小
つまり経済的にはやや貧に属する階級 に ミすべ
り。 が見 られる。 これまでの 村における役職
(地位,役 割)名 誉(村 の功労者)と の関係では
やや役職の経験者群に ミすべ りミが多 く功労者
では数が少ないのではっきりいえないが余 り関


























































































































































































































































































































































(注)1.①(主)… 世帯主,(妻)… 世帯主 の妻,(主 の父)…世帯主の父,(主 の母)…世帯主 の母。
② 調査世帯番号1～13迄 は転入地は岩 滝町,同 じ く14～18迄 は加悦町で ある。
(注)2.「 限界的地帯 の挙家離村をめ ぐる諸 問題」:昭 和40年10月,京 都府立大学学報告(向 井利栄著)よ り。













































就 職 先(続 柄別)一(離 村当初年度)
男









































(注)1.厂 農 家労働力移動 と農業構造変化に関する研究(挙家離村)」S41.3東 京教育大学農学部 よ り内容 組
みかえ作成。
(注)2.カ ッコ内数字は年令 。(主)(父)等 は,表6-1に 準 ずる。















題が危機 もしくは解体の過程で捉 えられ ること
がで きる。




工事 を地元に請 け負わせ ることにより,働 く機
会を与 え,現 金収入を得 させ,併 わせて交通手





た。工事は4区 間に分割され,総 延長約46キ ロ
メー トル,幅 巾4メ ー トルを有している。






の促進 を図 り,共 に健全な森林づ くり,支 線(上
























世屋高原は,気 象条件が厳 しく,交 通条件が














の体験実習館では,水 車 を利用 した,昔 なが ら
の製粉装置が置かれ,実 際にソバを作 る作業が
体験できる。(図10-2.3。参照)
その上で,将 来へ向けて,森 林公園,テ ニス
コー ト,キ ャンプ場,グ ラウンド,観 光牧場な
どの整備をきめ細かく行い,大 自然の中で手軽
な観光,レ クリエーション活動を楽しみつつ保
護 し,ま た,自 然 とのふれあいを深めることの
で きる新 しい観光 ・レクリエーション基地とし
て整備していく方針をとっている。
このように,世 屋村は,観 光保養地 として,
再出発することにより,過 疎を防こうとする方












を深 め,新 たな文化ス トックの集積を図る。
さらに,既 存の山村文化などを保全し,我 が
国における 山村 文化研究の 拠点 として,研 究
者,外 国人旅行者などの滞在研究に共するとと
もに,一 般利用者の体験生活,文 化 レクリエー
ション活動にも共する整備を図る。
ロ)高 原,山 村の もって いる特性を 生かし
た総合的な観光・レクリエーション基地 とする。
自然,文 化などの資源活用か ら,ス ポーツな




に,優 れた景観,自 然環境を保全しつつ,広 大
な美しい高原や豊かな文化をもった山村のイメ
ージをよりたかめる修景整備を行 う。
ハ)地 域の自然的,社 会的構造に対応 した空
問構成 とする。





















に総工費8億6千 万円,昭 和56～59年 おおよそ
3年 を か け て面 積 約91ヘ ク ター ル,同 敷地 内 に
レ ク リエ ー シ ョン セ ン ター,ピ クニ ック,ス ポ
ー ツ,花 園 な どの 緑 地帯,キ ャ ンプ施 設,遊 歩
道,サ イ クル モ ノ レール,そ し て ケ ビン=貸 し










海 洋保養 レク リエー ションゾー ン(久 美浜,湾 浜詰周辺)
沿岸観光 ・レクリエーシ ョンヅ ー ン(丹 後半島北岸 一帯)
文化体験学習 ゾー ン(峰 山周辺)
高原総合 レク リエー ションゾー ン(世 屋高原,碇 高原一帯,丹 後縦貫林道沿線)
森林総合 レク リエー ションゾー ン(大 江 山,加 悦谷周辺)
海洋総合 レク リエー ションゾー ン(宮 津湾,粟 田半島周辺)





第10-1図 世 屋 高 原 地 区 の 整 備 方 向
第10-2図 施 設 の 配 置
施設の概要




(管理事務室,食 堂,研 修室,貸 自転車
庫,休 養室等)
◇ ピクニ ック緑地
(芝生園地,ス ポーツ園地,花 園地 等)
◇ キャンプ場
◇遊 歩 道




レ建設期間/昭 和56年4月 ～ 昭和59年3月
同時に隣 り用地に農林業漁業体験実習館オープ
ン,体 験教室(2棟)を つ くり,上 世屋を ミ笹
やねの里、,木子を ミ炭焼 きの里,,松 尾を ミり











れている 「世屋の里協会」)に 委託 されている。
しかし実際計画の決定権はあくまでも府で市や
地元団体ではない。このために運営面で多少と







と,急 激な人口減に伴 う過疎化(昭 和29年 当時
7集 落242戸1,235人 が38年 の豪雪や高度経済成
長に伴 う挙家離村,39年 の東野集落,47年 には
駒倉集落があい続いて廃村に追込まれてしまっ
た。ついに55年 には5集 落100戸274人 にまで減
ってしまった)や 高齢化(55年 の統計では274人
,.
中51才 以上の 占める割合が 木子で81パ ーセン
ト,上世屋で74パ ーセン ト(地区全体では62パ ー
セン ト)に 危機感を感 じた村民の自治組織であ
った。なお56年 には「地域協議会」と「集落協議
会」とを設立 させた。前者は先の世屋地区振興




子3人,上 世屋8人,松 尾9人,下 世屋10人,畑
7人 を決めた)が選出 されて会を運営 してきた。
協会は具体的な計画案をまず 「地域協議会」
で計 り,市 や事業主体である府,近 畿農政局,
農林漁業体験協会などへ説明交渉に出掛け,そ
の結果を 「地域協議会」や 「集落委員会」にお




加 え総員120名 か らなる「世屋の里協会」を発足
させたのである。現在 この協会には理事17人,





た り,ま た専門家の海外派遣や国内の視察 を計
画 実施 した。その うちの主な活動を紹介す る
と,ま ずその目的を自給自足 を基調としたバラ
ンスのとれた生産,学 童や都市生活者 とのふれ
第10-3図 各 施 設
一47一




の製法で蕎麦づ くりを体験で きるもの,そ の他
松尾では松尾体験農園(し いたけ栽培)木 子で
は汐霧体験牧場 さらには竹細工,'わ ら細工,そ
れに 藤布織 りな ど多彩な プログラミング を実
施 されている。 この間 「世屋の里協会」の活動
はおお くの新聞に取 り上げ られた。足助町足助
屋などの 先進地調査,山 岳遊歩道,「ふるさと
を守会」のそば調査,映 画ずくり(昭 和57～59
年),2泊3日 の牧場体験 「農村ライフ」,そ の
他,伝 統技術をまもる藤布織 りや汐霧サマーコ
ンサー トとバーベキュウ大会,世 屋の地域資源



















調査 を実施 した。調査 に用いた設問は64項 目,
その内容は次の通 りである。1)生 活環境,2)
住環境,3)就 労,4)農 業の将来性,5)村 の
自治組織,6)消 費,7)社 会参加(政 治,選 挙
への関心),,8)保 険衛生,9)過 疎 と過疎対策
についての意識,10)そ の他死生観など
それでは,結 果を概略記述す るが,何 分にも
調査対象の数が制限されているために統計的に
整理す ることを止め,ゆ るい縛 り方でその傾向
を記述する程度にとどめておきたい。
1.ア ンケ ー ト調 査 の結 果(1)
1)の生活環境 について;
概 して現在住んでいる村(地域)の環境にっい















の府道 を往来に大型の トラックに危機感 を感 じ





ほぼ60戸 村内に家が立 ち並んでいる。1戸 あ
た り6,70坪の宅地に切 り妻の トタン屋根の2階
建(20戸)の1棟 かこまいの葺きあげと煙ぬき
の破風の 三角まどをもつ入 り母屋が ほぼ40戸



























































































老人会,自 営消防隊,世 屋の里委員会,学 校委
員,お いせ講,お 宮の仕事,,週末休日委員会,
村の体育大会,な どなど各種組織 され,活 動 し
ているがかつてのような活気はもはや見 られな
一49一






あるが,や や 「不満である」と答 えた者が多い。
その理由はまず 「年をとっているのでお役ご免
にしてほしい」 というのが本音のようだ。原則
として1世 帯よ り1人 代表で出席しなくてはな






























か ら送 られてくるものであろうが,や や持て余
しぎみなきらいがある。むしろ使いこなせない
まま放置 されている電機製品が 多数ある。「こ


















日,朝 日,読 売,サ ンケイ,そ の他農業新聞や


















る。 概 して健康状態を 聞 くと 「多少 心ほそい
が,ま あなん とかやっていける」 と答 えた者が
大半を占めている。 さらに細か く見てみ ると現
在治療中の 病気には 男女 ともに大した 差はな
く,1人 平均5～6つ ほど治療を必要 としてい
る病気をもっている。その中には高血圧,心 臓
一50一
病,リ ュウマチス(神経痛),胃 腸病の順 となっ
ている。㌔とくにガンなどの心配をしている者は
2名 を除 く他はみ られなかった。したがって普
段か ら自分の健康には十分気 を使 ってお り栄養




バランスを考えて保健所の指導によ り余 り好 き
でなかった牛乳の飲料が徹底 してきたことを挙
げることができる。その他健康問題に関する行








「楽 しみをもって楽 しく生 きること」「金に不
足なく生活できる人」「丈夫で 一日はた らける
人」 「働いて 自活 で きる人」,さ らに3分1は
仲間 と楽しく仲問入 りできる人」「自分の意見
を持っている人」3分 の1以 下には 「夫婦,家












となった 豪雪が,根 強 く忘れが たい事実 とし
て,心 に残っていることが判明した。
この豪雪は,村 民の心に山間の村での生活の




は,手 機であ り,営 林署であ り,即 効性の もと




在 も生 きている。家族村の建設に対 し,上 世屋




なぜなら,彼 等には,営 林署 も手機 もあ り,




























































































人 の結 び目を失 った

















警 察官 ・消防士 不在
づ らい















活気が な くなった,人 がへ った ら村で
な くなる
若 者が いない老人ばか りの村 になって
しまう
こどもの数が減 って しま う




残 るのはじ じとばばだ け一 これ じゃ村
にな らぬ結局 むらは消えて しま う
人の こころがば らばらになってしまう
バ スや交通 がます ます不便 になるので
はないか
互 いの付 き合いが な くな って しま う
や むをえない,第 一人がお らなんで は
乙 うなる運命にあったのではないか





























重要 な役員 さんがいな くな る
自治区 としての活動が制限 され るので
はないか
重要 な役割を担 う若者がいない(消 防
・防犯)
区長が なんで もかんで もや らねばな ら
'ないのでむ らを支えて きた要がみ んな
な くな って しま う
じじ とばばでは役がおい きれない
各戸の割 り当て(仕 事)が 増 え る




絶対そんなことをす る村人 はい まい
裏切 り者 をこの村か ら一人 も出 した く
ない
住民が残れる施策 をして くれるだろ う
か
結局行政 もわれわれ をみすてるだろ う
第一 われわれのこ とを行 政は考ーえて は
くれ ない
われわれには事 の一切がわか らん
観光反対,若 者が村 にの こるようにせ
よ
よそ ものが入って くるのは困 る
子供 たちが帰 って くるよ うな産業 をお
こせ




村人の心 にかよっていた信仰心 がな く
なる
墓 を下 におろす のはど うか と思 う




親類だけで も結束 して村 に とだ まらね
ば
たのみの綱 は結局親類 では
金,け が,家 事,(3K)が こわい
年をとったら木雪が心配
雪がなかった らどうにかやって いける
ので はいざ とい うとき心 配にな るだろ
う
だれに助 けて もらった らいいのか
お医者 さんに きて くれ るだろ うか
入口のようにいっぺん にへ るのはいい
がす こしす こしへ ってい くのはた まら
ん




せ めて この苦 しみ だけはあ とに残った
者 たちに残 じて おいてや りたい(村 の衰
退記をつ くりたい)
村 ここの(朽 ちゆ く)姿 を人 に見せた
くない
3.調 査 結 果
木子地区の入植者の場合
(グラビアに載 った木子の村づ くり)















が って目的 も,専 ら仏像を彫 るためで,入 植し
たての頃,木 子地区には沢山の 廃屋 が 建ち並
び,ま だ5世 帯ほど住民が残っていた。木子に
は最初に入植 し,村 の人達か ら色々なことを教
えて もらった。そして 住民と 山仕事を共にし
た。
















は,ほ ぼ時期に決めた。47年 には地域住民 と本









最近は,今 の現状が少 しでも良 くなるように
と,牧 場を中心に 「チロリン村」 というミニ独
立国にも力を入れる。 厂チロリン村」は人間 と
動物 ・植物の本来の生 き方を求めて,を モット
ーに,和 牛肉や手作 りロースハム,一世屋の特産
品を宅配便で届 け,特 産品を通 じて世屋を知っ
てもらうことを目的としている。
こうした村の振興に励む氏が入植 して,意 識
の上で変わってきたのは,都 会 と田舎 との両面
を観ることができるようにならたことである。
〈事例3>齒
U.K氏 が木子に入植 したのは,8年 前の昭
和53年 のζとである。入植す るまで全国を旅し
ていて偶然に当たった 所が 木子であった。当
時,地 区には空家があり,田 畑を貸して くれる
ということで住みつ くことになった。それから
半年遅れてK.S氏 が加わ り,二 人になる。客.
$氏 は 自然 に生きる道を求め,.旅 をしていて
U.K氏 と知 りあい,二 人はそこで師弟の関係
になった。両氏 とも独身で家族はない。
現在,田 を四反 と畑を一反五畝借 り,有 機農
法をし,完 全に自給自足の生活を続けている。
生活 も徹底 して自然を貫 き,テ レビもなければ
自動車 もない。特別に必要なものがある場合に





プロダクションに入 り,テ レビ用 ビデオの編集
一53=




























































































































































































































































































聖 教 新 聞
ガソ リンスタン ド
電 気 屋
繊 維 会 社
京 都 府 警愛 知 県 教 員
ガ ソ リンス タ ン ド
京 都 府 警
京 都 府 教 員
ワ コール(大 丸)
建 設 業













































































いたが,週 一の作品(ニ ュース番組)を 製
作するのに週三 日ほど全国をまわる,す ご
い仕事の量だった。 しかし演出の仕事 とい
うのは,一 種の消耗品で,ス ポイル される
の も早い。毎 日が徹夜の仕事が,こ の先何
十年 も続 く訳がない。そういう所で,こ ん
な壟活をしていたら未来にとって,や ばい
と感じた。
都会の生活には,今 の豊かさ ・快適 さが
永遠に続 くとい うような雰囲気がある。だ
からといって,こ んな豊かさ ・快適 さがい
つ変わるか とい う不安は,無 意識のうちで
誰でも持っているのではないか。都会で生
活 していて,常 に将来に対する漠然 とした





ということで,三 年前(昭 和58年)に 入植
に踏みきった。





今 もビデオ撮 りのアルバイトをす る。今年
も二本,ビ デオを完成 させた。
これまで都会では天気予報など見なくて
もいい生活を送 っていたが,こ こは 「ウラ
ニシ」といって毎 日のように雨が降る。日
本海側の気候の過酷 さに驚 きを持つととも
に,体 で知 ってい くことはy・すばらしい。 こん .
な所で生活すると,人 問の精神とか感性にも影
響 して,発 想 も違 って くる。都会 との双方を体
験で きて意識の上で も変わって きた。
けれども,こ こにずっと住んでいこうとは思
わない。 ここが終点ではなく,通 過点に過 ぎな





木子へは,大 学4年 の春に大学の友達(加 悦町
出身)の 家に遊びに行った ことから始まる。そ
の時,友 達に連れていって貰い知るようになっ
た。以後,何 度か訪れ,村 の人 と酒を飲んだ こ
ともある。入植 を決 めたのは大学卒業後 であ
る6ま た入植にあた り,今 の妻の家族が理解 し
賛成 してくれたことは大 きかった。妻(大 学時
代,同 じ研究室に所属)と は,去 年の9月 に村
の人達の協力で,野 外で結婚式を挙げた。
現在,妻 と二人で生活 している。宅地の他に
畑 を一反ほど借 り,大 根 や 自給の野菜 をつく
る。それに去年から上世屋財産区の山林を二町
歩借 りて,し いたけ栽培 も始めた。しいたけ栽















り,子 供は4人 いる。子供は上から高校2年 の



















す る限 り高い収入が得られない ことではなく,
むしろ入植者達が努めて自然の中で新しいライ
フスタイルを選好 していることを示す。つま り







お,こ うした ことは 上世屋地区 の住民 から言
わせると 「収入がないのに,こ んな所に来て変
だ。何をして暮らしているの だろう。」 とい う















「新 ・田 舎 人 」 の
ネ寸づ く り 、 夢 づ く り
(1986.6.27)




たどる。つ ま り,厳 しい 自然,高 度成長経済 にまき込
まれた農村の悲劇,後 継 ぎがいな くな り,少 しずつ歯
の抜け るよ うにさびれてい った。 そこへ新村民が現れ
る。は じめはいそいそ と農 ・畜産 の振興を志 して。そ し
新村民 と旧村民(前列の左右 の2人)の 比率 が逆転 していわば都会か ら来
た人 たちに過疎村が乗 っ とられた形。寄 り合いの雑談 には東京 の話題が
尽 きなかった りして……。
て,都会 を脱出 した新 ・田舎人たち
…。いまや旧村民二世帯 に対 して
新村 民は7世 帯 に も増 えて完全に
村の主導権 は逆転 して しまった。
過 疎の村に都会 の風が吹 くのは
悪い ことでは ない。 自然 と の 共
生,農 的暮 らしの新 し展開は,近
代性の ワナにかかって消費の構造




や く旧村民 の ことばに 重み があ
る。木子地区は どこへ行 くのか。
新村民 の村づ くりと夢づ くりが交
錯 して,全 国で も珍 しい新 ・旧村
民逆転の木子村 は注 目をあびてい
ま……。
ホ トケもつ いに身売 りの過疎村
京都府北部,日 本海 につ き出た丹後半島の秘境 ・木
子地 区(宮 津市)は 標高500メ ー トルの山中にあ る。
真夏 で も涼 し く,冬 には2,3メ ー トルの積 雪に埋 もれ
る過 疎村 だ。
自然がい っぱいのす りばち型高原 とい う環境状況 だ
けに,そ れ な りに住みやす く,か つては住民50数 戸を
数えた。1950年 代 に大 火にあい,63年 には豪雪。 この
あ との時期 は高度成長が波 が村 にも押 し寄せ,出 稼 ぎ
が多 くなる。後継 ぎの 長男 は 都会に 出るよ うに な っ
た。寒 い土地柄 だけに田畑 にたよる自足生活が破壊 さ
れ,村 民 たちは 櫛の歯 が 欠 けるように 村 を 出てい っ
た。ただいま,旧 村民二世帯。60代 と70代の老人夫婦
が悪 くいえば村 に取 り残 された。そ して,今 年の春,
ついに村唯一の仏寺が宮津市の方に買い取 られてい っ
た。仏 も身 を売 った過 疎の村……。何や ら悲惨 に思 え




本獣医畜産大学 を出た西原靖重 さん(38)が この木子地
区に入 ったのは13年 前。村 には十数戸が生活の煙を山
① 丹後の宮津市出身 の西原 さん一家は13年 前
に入村。電気 も通 わない 山の斜面に牧場を開
拓 してい まや立派な肉牛 の牧場主 とな った。
西原 さんを中心 に新村民 と旧村民が力 を合わ
せて村づ くりに励 む。
一57一
中の薄 もや に立 ちのぼ らせていた。西原 さんは木子の
集落か らちょっ と奥 まった山の斜面 に牧草地 を買 い求
め,牧 畜 を始めた。
集落か ら1キ ロほ ど離 れてい る ため 電気が なかっ
た。長 いロウソクでの生活,子 どもが2人 この間に生
まれ,育 ち,や っ と電 話に灯 が西原家に ともったのは
2年 前のこ とだ。そ して8ヘ クタールの土地 に肉牛 を
飼い,や っと牧畜 も軌道 に乗 りつつあ り,京 都府の中
で は,放 し飼い飼 育によ る良質の牛の産地 として定着
しつつある。
根っからの動物好 き,自 然 との共生感 を もつ人 だっ
た。彼 は村の中 につ とめて入 る努力を続 けて,村 民 か
らの信頼 を得た人で もあった。
0
同じころに村 に入ったのが,丸 橋直継 さん(44)だ 。
東京芸術大学 を出て,そ のあ と放浪の旅 に。 とくにイ
ン ドでの旅 は長か った。60年 代か ら70年 代にか けての
時期は,政 治的な激動 か らもの憂い生活へ と移 り変わ
る時期であった。丸橋 さんは仏 と出合い,日 本山妙法
寺 の門徒になる。 そして仏像を刻み始めたのが ここ木
② 丸橋直継 さん。かつてイ ン ドを放浪 して行
きついた ところが丹後の木子地区。13年 前 に
入 って仏像 を彫 りつづ ける。 いま子 ども2人
の4人 家族。暇な とき田畑 を耕す。新村民が
増えて最近 は仏像を彫 る環境が薄れているの
が悩み。
子地 区に入 ってか らだった。いや彫 るために この過疎
村にやって きた。最初の十年間ほどは,自 らの揺れ動
く心 を静 めるかのよ うに,ひ たす る苦行す る仏 を彫 り
つづけた。穏やかな表情を した菩薩像を彫 り始 めたの
は2,3年 温か らの こと。
田畑 を耕 し,で きるだけ自給しなが ら仏像 を彫 り続
ける日々の 丸橋 さん。子 ども2人 と奥 さん の4人 生
活。過疎の村 で穏やかな心 を取 り戻 した。
8年 ほど前 に もうひと組の異色 はカップルが村 に入
0
って きた加 沢真一 さん(59)と 梅木良彦 さん(39)。 師弟
関係の2入 だ。















途 中知 り合 った
梅木 さんは加沢
さんの 自然道 と
③ 加 沢 さん たちの自然農法 は田
植え も機械 にた よらない。彼 ら
の持 ってい る機器 とい えば中耕
機 と冷蔵庫 ぐらいな もの。
共 に生 きる決心 をして弟子 に。2人 は この地区 に住み
ついて 昔なが ら 自然農法 で3反 余の 水 田 と 自足で き
だけの田畑 を耕 して生 きる。現金支出は健康保険料 と
電気代,月 にして約5000円 だけ とい う徹底 ぶ り。
過疎の村に未来はあ る?!
加沢 さん師弟 と丸橋 さんは過疎 だか らこそ村 に入 っ
て きた人た ちだ。
そこへ この3,4年 の問 に4世 帯が東京方面 か ら入 っ
て きた。
④
斉木 日出夫 さん(37)一 家。業界雑誌記者か らテ レビ
用 ビデオの編集 プロデ ューサー。大都会の中で も花形
のカタカナ商 売。 その裏では昨 日の ことで さえ忘 れて
しま うくらいの 多忙 さと 精神的 スポイル が あった。
「自由に生 きたい」 と初 めは カッコよ く考え,4年 前
に木子へや って きた。村の 日常に考 えるほ どカッコよ
くはなか ったが,ほ どほどに自給のための畑 を耕 し,
町 に出ては ビデオ撮 りの アルバ イ ト。無農薬 の畑つ く
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④ 斉木 日出夫 さんの家族 は入村 して4年 目。子
ども3人 の5人 家族で東京 での生活か ら脱 け出
した。毎 日,宮 津市へ出て昔 とったキネヅカと
や らで ビデオ撮 りの アルバ イ トで現 金収入 を得
なが ら野菜 を育て 自給の道 を広 げてい る。
りはていねいで村で も定評 があるのは山梨県 の農家出
身 だか らだ。
0
福 島康高 さん(29)が 入 ったのは2年 前。東京生 まれ
で弘前大学出身。廃村め ぐ りをしている うちに丸橋 さ
ん と出会 い,こ の地 区にや って きた。1年 半 ほ ど前 に
親 に面倒をか けて1千 万 円近い金でペ ンシ ョン風の家
を建て(土地 は借地),昨 年 同窓の淳子 さん(25)と この
木子の村 で初の野外結婚式 をあ げたばか り。 シイタケ
栽培を主 にしなが らの田舎暮 らしだが,ま だ どちらの
親か らも仕送 りの生活。心や さしき青年夫婦 はこの村
にやって くる春の感動がた まらな く好 きだとい う。
⑥宇都宮直
さん(42)一 家は,1年 前 に木子か ら山ひと
つ下 った下世屋地区に入 り,現 在,木 子に来 て丸太小
屋 つ くに励んでいる。神奈川県の高校の非常勤講師を
勤めなが ら劇団 の音楽担当で活躍 していた。
「現在の教育 は人間をダメにす るばか り。 とくに神
奈川方式の高校入学の選抜制度 にたまらな くな り,自
然 の中で子 どもと生 きるのが一番」 といって木子地区
にやって きた。
丸太小屋 は自宅であ ると同時 に都会に住 む仲間たち
との共 同ペ ンションとしていろんな文化活動の場に し
たい と夢 を語 る。
⑤ 福島康高 ・淳子 さん夫婦。まだ20代 の心や さ
しき若者 だ。ふた りとも東京育 ちで弘前大学 の
出身者。 シイ タケ栽培 と少 しの田畑耕作でのん
び りした毎 日。生計の方はまだ成 り立たず に東
京か らの仕送 りして もらっている。いま親 は田
舎か らでな くて田舎へ仕送 りす る時代a
⑥ 木子地区 より山をひ とつ下 った ところにあ る
上世屋地区に3年 前か ら入 ってい る森幸夫 さん
の家族。公民館 に住 まわせ て もらって,村 民 と
の交流 もうまくいった。畑 を耕 し,山 林か ら木
材切 り出しのアルバ イ トで日銭をかせ ぐ。将来
は草木染の糸で織 り物をやってみたい と,こ っ
こつ準備 をすす めてい る。大阪生 まれ。鎌倉で
6年 間新聞配達 をしたあ との入村だ った。
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む ろん畑 を耕 し,ヤ ギを飼 う生活のために土地 も買
った。純百姓にな るのは難 しい。 この地 に人間 らしい
文化の拠点 を。夢 は果 て しない。高校1年 の娘 さんを
頭に5人 の子 どもと奥 さん,そ れにかつての教 え子 だ
った清水威夫 さん(24=独 身)が 住 みついた。
正 確にいえば,6世 帯 と1人 の独身青年が こ うして
木子地区に入 って村はがぜん,活 気を帯 びてきた。
自然農法 に生 きる加 沢 さん,梅 木 さんの師弟 を除け
ば,み んな都会の顔つ きは隠せ ない。村の寄 り合いを
のぞかせて もらうと,雑 談 は村の話のあ とは東京の話
題になった。むろん,そ れぞれの事情があ り都会 を脱
出 してきた新田舎入で ある。だが土にふれ,自 然 と生
き,そ れぞれの夢づ くり,胸 の内に秘めている新 田舎
人 たちだ。全 国で も珍 しい新 ・旧逆転の村は,い まや
ひ とつの実験の場で ある。そ こには農的暮 らし と過疎
村 の未来がかかってい る◎























































































































































入植前,編 集プ ロデs一 サ
ー,木 子地区区長
畑5畝(借)













①2人 家族の家 も8人 家族の家 も,ま た固有
資産の大小に も所得に も関係な く,一 戸当
た り一人であった こと。
②村(総)仕 事がい くらで もあ り,こ れらは無
報酬でしなければならなかったこと。
が挙げられる。要するに,世 帯員の少ない家族
で も夫役は一人 と義務づけられてお り,こ れが
不公平であったからである。しか も不役(出役)
中は ここの仕事は出来ず,負 担に絶 えきれない
面が多々あった。それに村仕事は村の公共施設
の全てに及ぶため,不 役は絶えない。こうした
住民の重い負担が 「こんな村とは,も うつ き合
いで きない!」 とい う結論を出すに至ったので
あろう。しかし,そ の背景には個人主義的な価
値観 ・合理主義 ・他市町村 との比較,推 量があ
った ことは否めない。
ロ)教 育上の問題
昭和36年 頃,木 子 ・駒倉の児童は,朝 早 く起
きて4キ ロ程の道の りを徒歩で上世屋 まで通学
した。他方,下 世屋 ・松尾 ・東野の子供は,日


















を苦に区長職を忌避 した り,離 村の理由ともな
っていた。
以上の離村理由かち,そ の根底に1ま「自村で
は,社 会的恩恵 が 少なく損である。」と鯵う考
えかたに貫ぬかれており,挙 家離村による問題
解決は,全 てこうした状況を絶 ち,生 活上の鐔
益を指向す る方向に進んでいる。-
4-2文 集とインタービューか ら
無題;「 わたしな上世屋のあれ これを順序 もな
く,思 いつ くままに書 くことにする,ひ とは笑
うか もしれないが私はそれが好きである。」(大
第9-2表 岩滝 ・加悦町転入者談
農 家i 理 由
家が全焼。
農村では生活水準(特 に食生活)を 上 げ得 ない。
農業経営だけでは生活で きない。子弟の教育の
た めに平坦部 に出た方が よい。
挙家離村が多 く出て,村 仕事 の負担が増 し,老
人のために堪え られ ない。親類 も皆出て しま,った
。
子供が村にいた くない。老人で村仕事がで きな
い。農 業収益が あが らない。親類が出て淋 しく
なっだ。
部落役職が増え,た めに農業 はで きず,女 たちが不平
をい う。
息子の結婚相手 がい ない。弟が説得 した。学校
が不便。大雪が こたえた。
表具師 として独立 しよ うと思 う。役職が多 くて
困 る。子供の教育がで きない。
離村中の二男の死亡(看 護 もで きず)。 農業の将来性
がない。長男が出稼で家 をあけるのを嫌 が
る。家族が同 じ所で暮 したい。
火災に あい,生 活不可 となる。
農業だ けでは生活 できない。夫の出稼 ぎで家庭
生活が不安定。
義兄の離村に伴 う(保護者)。 …
農業後継者 なし。子供就職後別居 し,不 便。
子供に嫁が みつか らない。 とにか く将来性がな
いo
生活が不便。農 業の将来性がない。離村中の弟
妹 たちが勧誘。大雪 で生活の危機 を感ず る。
長男 の仕事 は村で はない。
子供が学 校に通 うのに友達がいない。生活が困
難 。大雪 が こたえた。「所得格差」の話が こたえ
た。
将来 の ことを思 って真剣に考 えた。
将来 は現 状維持で精一杯,子 供の教育の ことを
考 え ると離村 は必至。
大 雪のため家屋の修理 もで きない し,学 校 に も通
えない。生活が苦 しいQ
現傘収入 が少い。子 供の教育のために。


































もっと早 く離村 した方が よか った と思 う(34才
・男子工員)
でて よかった と思 う,残 ってい る人 に離村をす
すめ ることので きる位(69才 ・男子 ・農業 ・機業)
非常に よか った(27才 ・女性 ・機業 自営)、
よか った(44才 ・男性 ・事務所)
人がいな くならたので出るよ うにな った。特に
早 く出 る気持 はなか った(53才 ・女性 ・子守)
ど うせ出 るな ら もっと早 く出ていれば よか っ
た。年が若 かった らいい仕事口があったのでは
ないか(42才 ・男性 ・用務員)
離村 してみてよか った と思 う(51才 ・男性 ・用
務員)
今 ど うせ出 るのだ ったな ら,若 い時に出てお け
ばよか った(34才 ・女性 ・機業被用)
集団で出 るよ うにな ったので出 るのが当 り前の
よ うにな った。 もっと早 く出た方 がよい(36才
・男性 ・工員)
火災保険に入 ってなか ったので離村で きた。出
喜 んでい る(注,昭 和34年 に大火事に会 い火火
保険 をかけていなか った)(36才 ・女性 ・機業
自営)
早 く出て よか った(37才 ・男性 ・機業 自営)
時勢 でやむ をえない(56才 ・男性 ・工 員)
(注)「 限界的地帯 の挙家離村をめ ぐる諸問題」
よ り。




































(注)「 農 家労働力移動 と農業 構造変化に関す る
研究 」よ り。.
(注〉 ただ し上世屋地区 は55歳以上の男女31名 を
対象 とした。 ・
幣61一






日置まで6キ ロを徒歩で1時 間半,そ こから宮





















か された久工門 じい さん と記憶にのこる故
人た ち自転車に乗ったまま谷底に突っ込ん
だM.薫 さん,昭 和9年 台風に川にのまれ
福井まで流 されたH.ユ ミさん,酒 をのみ
川にのみ こまれたY.房 治さん。






8)雨 乞い,日 和乞い,武 運長久を祈った世
屋姫神社
毎週 日曜日に境内を掃 ききよめた子供頃の思
い出,今 はこども青年 もいなくな り祭 りをもり
あげてくれる者がない,た だ昔話として残そう
とする年寄 りたち。
























が1本 あった。 「そうだなあ,木 のまわ りは2
丈では きかんだろうなあ」「高 さ,さ あ見当が
つかん100尺 もあっただろうか」木の周囲約2















13)現 在その大4手 の大樹が2股 になってい
たところに7か まどが寄生している。





めてお きたい。そ もそ も慶雲元年(704)年 ごろ
の話である。若狭湾に漁する舟人たちが日置の
奥深い高山に毎夜怪火が ともり不思議だとして














救い くだされたのかと,食 べ残 りの肉を尊像の
傷の跡にあわせると不思議きずあとは跡形 もな
く直ったとい う。残 った肉が尊像のふとももに
ミ成 りあったミすなわち ミ成 り相 うたミという









にきず き 「ミイ」の仕業ではないか と思ったが
本人がいない。後に「ミイ」が寺に戻 った時(昭







8尺,滝 の左右3,40間,ミ 滝 の口銚子 の如しミ
か ら名付けられたという。
16)お 不動 さん
本堂へお参 りして もこの不動 さんへ参拝 しな
いと利益がないと言い伝 えられていた。こんな
ことを書いていると1木1草1石 にいたるまで
記憶がなつかしくお もいだされて来 るが,到 底
書 き尽 くすことはできないのが残念。
17)舞 台の ドンドン
上世屋村の奥に舞台の 「ドン ドン」 とい う川
巾が大 きい水の豊かな広が りをもつ子供の水泳
場があ り格好の遊び場であった。水泳パンツを






しかし終戦を境 に時代 と人々の気持 ちが大 きく
変わった。
18)昭 和19年 の大火と終戦
9月2日 午後2時 ころ火元(第4図 一36番 の
家)よ り出火,小 学校 と民家1戸 をの こして全
焼,生 後数ケ月の嬰児(0.美 子)と60余 才のM.
三吉じいさん焼死,牛5頭 焼死 した。復興のめ
どがつかぬまま終戦を迎えた。村の事業は多 く
しか もお互い貧しかった。大 きな家を建てた も
の,まだ家の建たない もの,一 はや く家を建てた






の頼母子講を起 こし,大 勢の ものが この制度に
よって復興ができた。







の割 り当てがあ り,1戸 あた り10日あるいは15
日無料奉仕が義務付けられた。2人 の家でも8
人家族であろ うと,固 定資産や収入の大小に係
わ りな く強い られてきた。この古老は 「こんな
ばかな話はない」い きどお りをか くせない。そ
のはず,当 時人 口の割にまた金が無いにもかか
わらず村仕事が多かった,中 学校の建設,寺 の
復興,観 音堂の大修理,教 員住宅の建設,ダ ケ
道,シ ョーブ道,奥 地道,ジ ャワミ道などなど
計画された道路建設が山積していた。なかでも
区長や役員とな・ると年間何10日 か ら150日 も無
料奉仕が強い られたことが重荷 となっていたこ




はならない と,こ れは我慢してはならない もの
であろう。同時に何処に住 もうがそれは自由で
































であるばか りでな く宮津工営所 と良 く連絡をと




















Y.初 衛が 農協組合長当時 村起 こしの一貫 と
して高地(400メ ー トル以上の高地でない と栽培
















23)昭 和36年7月0.俊 実氏 離村第1号 と村
の様子
かれが決意したのは昭和36年,当 時村は道作
り,甘 藷栽培,奥 地道 の設計の真っ最中だっ













き大量の米,み そ,な ど回して くれた人で村の















関する項 目を入れてみた。 その1つ 地元への
「体験実習センターの建設について」4つ の選択
技 より選んで もらったが9割 りもの住民は 「別
につ くらんで もええのになあ」と半ば否定的な






いと見 るべきで あろう。「計画の進め 方につい
て」住民の意志が取 り入れられなかったとする





















も時給500円(昭 和61年)で は 「高いバス代を
はらって そんな所まで」「いやな思い をして勤
めんで もええ」,したがって地元の蕎麦打ち体験


















形ですすめられて きたが,県 と市,と 各自治会
の相互の意識のズレが生じて きている。さしず
め市(行 政)と 実際の運営を担当している 「世



































た こ とで はな い 。 か つ て 山林 を め ぐ る入 り会 権
を め ぐって 争 わ れ て きた い き さつ もあ っ て ミゾ
はか な り深 い もの と察 す るべ きで あ ろ う。
6.ケ ー ス ・ス タ デ ー
それでは次に調査に参加 した学生 らのインタ
ー ビュより2 ,3全 体を代表す るようなケース
について記述 しておきたい。
イ)0.藤 吉 さんの場合
藤吉さんは,今 年86歳,小 川家の三男 として
明治34年 に生 まれた。兄弟は幼い頃に亡 くし,
妻 とは20年前,(66歳 で死亡)死 に分かれた。長









立派な お墓の話,長 い問 役員を務めた 話等か
ら,世 屋村ではかな り名の通った,い わゆる実
力者ひとりだった。
既に 隠居生活に入 り仕事 からは離れている
が,牛 については詳 しい。例 えば30頭 とい う責
任頭数を飼 えば,補 助金が支払われるとか,品
評会に出すための牛が数頭いるので一件につ き
2,000万 の補助が出る事等,な かなか86歳 とは
思えないほどのしっか り者で現役らしくはっき
りした口調で話して くれた。
第一回の調査を行 った昨年11月 には,風 邪で
寝込んでいたため,全 く会 うことがで き第二回
目の今年5月 に会 った時はその時の事を細かく
話して くれた。昨年10月 の末(24日 と言ったよ




とりではって帰ったとい う。しか もそれに要 し
た時間はぎっと4,5時 間あるが,そ の間誰 と
も出会 うことがなかったという。丸3日 間,食




連絡がとれ,そ れに気づ き,わ てて病院に運ん
だ という。結果風邪 ということだったが,冬 の
間はほとんど寝て過ごしたとい う。この話を何
度 も何度 も,時 には,身 振 り手振 りを加 えなが
ら話して くれた。話しが牛の事や,孫 の嫁のこ
と,戦 友会(郷 友会)の 事などいろいろ変わっ
ていて も,い つのまにか病気の話に戻 ってしま
う。「体が不 自由になった時,主 にどなたに世話
をして もらいたいと思いますか」 というの質問
に対 しで 「病院の人」と答 えている。藤吉 さん
の話では,近 くに住む長男一家に強を信頼 して
いるに もかかわらず,答 えは 「病院の人」なの
である。その理由は,「血のつながった者はいる
けれど,病 気や体の事は医者や看護婦の方がよ
くわかって もらえるから」。 と外で倒れ,一 日
かけて家まで帰って も誰に も気付かれない。そ














んの成長を楽 しみにしている人達 も多 くいる。

















お く。 このように村の人たちは ミ働 きっもんミ
と呼ばれている通 り,働 き者が多いしため,休
むということをあまりしないそこで村休みとし



































であ り,も う1つ はこれは,具 体的でわか りや
すいのですが,月 に一度の健康診断,こ れは,














べてお く。 冬を迎えるに あた り.各 家々では
ミ冬がこい
ミをし,と 称 して田畑の野菜物を全
部家の中に取 り込んだ り,田 畑をほりおこして
お く。世屋地区の概要で紹介したように2メ ー


















容易でな くなくったが,冬 場は,市 のブル トー
ザ^.が 雪かきをして くれるおかげで冬場でも生
活必需品に困ることがない。バス も1日2回 運















い るが1つ の大家族的な雰囲気をうかが うこと
ができる村で あるなあと感じます。ここで 私
は,や はり社会の発達,し いていえば,日 本の
政治経済の発達により豊かになったそのたまも





ファル ト道に整備 された事等々,や はり社会の








発達をか りに数字で満点10で 表す と,老 人たち











人の生活のように思えで くる。まさに生 き生 き
としたものが感じられるし,そ こでは,物 事を
純粋な立場で とらえられるものだとも思う。要





















から袋 とか衣類(農 作業たちょうど良い)に 用
いられていたものであるが,山 から取ってきて
糸にす るまでの作業が大変で危険でさえある。
一反織 り上げるまでの時間や手問 も相当な もの
らしい。今ではとても価値があり,業 者からの














人は,『 あまり きれいな 物で もない し,ど こが
値打 ちがあるのかわからない』と言 っていた。
そして又 『もっと年をとって西陣織の細かい作







































趣味 ・楽 しみであり生きがいなのである。 これ
.'
は,ま るでサラリーマンが,仕 事命,会 社命で
仕事をするのを同じである。余暇自由時間など
という時間はほとんどないと言 ってよい。他に




策の事業(体 験実習館や体験教室)に 参加す る
どころか,何 も関心を持っていない。なぜか と
聞 くと 『自分の仕事が忙 しいから,何 も役に立
てない』 という答 えが返ってきた。つま りそん




屋の 婦人は,一 次活動と二次活動 の二分され
る,と 言えるだろう。
このような 働 き者の 婦人方の 唯一の 息抜き
は,毎 週一度,織 り上がった帯を集めて出荷す
るために みんなで集まって 話をする ことであ
る。そこではまさに井戸端会議が行われ,途 切



























つ頃 どのように 接触 したのか 等 も知 りたくな
り,直 接聞きに行 くことにした。
どうして上世屋を選んだのか と尋ねると,会








まず昭和46年 の6月15日 頃,一 ケ月程公民館
(共同作業場)で 講習を開 き,機 は各家に無料
で渡して指導した。工場を作 るとい う計画 もあ
ったようだが,設 備はいるし,維 持 ・管理する
のは大変だし,農 業 もしているから生産 も一定












ける限 り働 くことが出来るという仕事を与 えて
あげた。最初に考えていたとおり,確 かに賃金
も安いようだが,物 価が違 うし,婦 人達の都合











支えで あ り,ど れだけの 意味を持って いるの
か,と い う事を理解 した うえでの信頼関係であ




事に打 ち込んで もらえれば,会 社 としてもとて
も喜ばしい,と いう言葉が とて も嬉 しかった。
○西陣織の意義

















だけで暮 らしてい くことは難しいし,近 くに工




陣織があるか ら独 りで も暮 らしていけるのだ と
いう自信があるか らなのであろう。つまり,西
陣織は婦人達にとって,生 活していくために必
要不可欠 な仕事であるが,趣 味でもあ り生 きが






















のみで生産 している織屋,③ 自己工場 と出機を


















から西陣地区には,丹 後から出かせ ぎに来 てい












ところが,上 世屋は普通の出機 とは違 うとい
うことに気がついた。全国に出機が拡散 してい
き,そ こでは力織機による大衆品が主に生産 さ
れているが,上 世屋では 全て 綴機を使 ってい
る。上世屋は例外なのである。どうしてなので
あろうか。
まず,綴 機 を使った綴織 りは,最 も歴史のあ
る手法で,単 純な構造の織機であることから上
世屋へ も運ぶ ことが 可能で あったと考えられ
る。また力織機で能率よく織られた大衆晶とは
違って高級品であ り,根 気 と熟練のいる技術で










西陣織の在 り方 とは違って,上 世屋は特別な意
味を持っていると思 う。会社が上世屋 との関係
は,利 潤関係よ りも信頼関係によって強 く結ば
れていると言 っていたことが,こ こに現れてい
るのではないだろうか。このような事か ら私達
は,上 世屋での西陣織が今後 もずっと続 けられ
るであろうとい う状況を知って安心 したのであ














せいかつのベース(過 疎=・人 口減)と 彼等の日
常生活,仕 事,家 庭の管理を中心に動 く生産 と
消費行動,文 化,政 治さらには社会参加,墓 も
り,「世屋の里協会」への 協力など生活構造 を
理解することに努 めた。さらにはこれらの生活
は多分に自立意識 と自給自足 に強 くアケセル レ







さに 瓢 村1家 ヤ族 として冠婚葬祭などの相互
扶助のシステムが形成 されみごとに機能 してい
る。
他面,あ ま りの自立自助の意識は時 として村
全体の組織性な り行動の堂準化などとの間に葛
藤な り疎外状況を呈する ことがある,た どえ
ば,自 己の生活完結を願 うあまり多忙と村の共
同性(村 の共同作業,総 会 というが,さ らには
世屋の里協会村おこしのため協力が強制 され る
実習館奉仕)と が相い入れないための葛藤が指




おきな影響 を与 えていると考 えられる。総 じて
多 くの住民より気心の知れた僅かな友人,人 よ
り物に,物 よ り金に,金 より安全(セ キュ リテ














条件(日 置に近い,気 候の温暖,盆 地)お らが


















であ り,村 に とどまる ことを強 く指向するこ





















集落(下 世屋)よ りも悪 く,ま た上の木子 より






での考察を通 じて,お そらく近い将来 ここ上世
屋が残 る社会,経 済的資源に欠 くため完全廃村
の過程を通 じて衰退の方向にい くのではないか
と考えられ る。 これについて も今後研究 を続 け
ていく必要を感 じる。
論文1.坂 ロ慶治 「丹後半島における廃村現象の地理
学的考察」
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